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編入学試験（I期）問題

（健康栄養学専攻）

【問題】
　以下の表は、世帯の所得を 4区分に分け、世帯員の生活習慣等（体型、食生活、運動、喫煙、
睡眠）の状況を示したものである。表をふまえて、以下の問いに答えなさい。

出典 : 厚生労働省『令和 4年国民健康・栄養調査結果の概要』を一部改変

問 1　表から読み取れること、並びにそこから考えられる問題点を述べよ。（400字以内）

問 2　あなたが管理栄養士であった場合、問 1で回答した問題点を解決するためにどのような
対策を立てていくのか、あなたの考えを述べよ。（400字以内）

小　論　文　（800字以内、60分）
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評価事項
問 1　採点のポイント（50点満点）
 ・全体を通して、世帯の等価所得と世帯員の生活習慣には関連がある（10点）
 ・ 所得と生活習慣のうち、以下に挙げるような体型、食生活、運動、喫煙、睡眠に関する事
柄について 2つ以上取り上げている（20点）

　 ・ 肥満者の割合は、600万円以上の世帯員と比較して、女性では 200万円未満、200万円以
上 400万円未満及び 400万円以上 600万円未満の世帯員で有意に高い。

　 ・ 野菜摂取量は、600万円以上の世帯員と比較して、男女共に 200万円未満の世帯員で有意
に少ない。

　 ・ 歩数の平均値は、600万円以上の世帯員と比較して、女性では 200万円未満及び 200万円
以上 400万円未満の世帯員で有意に少ない。

　 ・ 現在習慣的に喫煙している者の割合は、600万円以上の世帯員と比較して、男性では 200

万円未満及び 200万円以上 400万円未満の世帯員で有意に高く、女性では 200万円未満
の世帯員で有意に高い。

　 ・ 睡眠時間が 6時間未満の者の割合は、600万円以上の世帯員と比較して、男性では 200万
円未満及び 200万円以上 400万円未満の世帯員で有意に高い。

 ・等価所得と生活習慣との関連には歩数の平均値や肥満者の割合など性差が見られる（10点）
 ・表をふまえて具体的な問題点が示されている（10点）
 ・その他、特筆すべきこと（5～10点）
※誤字・脱字は、一か所ににつきマイナス 1点

問 2　採点のポイント（50点満点）
 ・生活習慣の増悪による健康への影響が記述されている（10点）
 ・ 所得は SDH（ : 健康の社会的決定要因）であり、健康格差の原因であることが記述されて
いる（20点）

 ・ 所得に影響する就業雇用形態や世帯類型、年齢構成をふまえつつ、管理栄養士の特徴や専
門性をいかした具体的な生活習慣の改善方法や工夫について述べられている（20点）

 ・その他、特筆すべきこと（5～10点）
※誤字・脱字は、一か所ににつきマイナス 1点


